
令和４年度　文間小学校後期学校評価（自己評価の結果・成果・課題・改善方法及び学校関係者の意見）　　　　　　      　　　　　　　　　　 
評価目標指数(Ａ＋Ｂ＝８０％以上)   ○：８０％以上   ▲：８０％未満      Ａ：とてもそう思う　  Ｂ：だいたいそう思う　 Ｃ：あまり思わない　 Ｄ：思わない評価目標指数(Ａ＋Ｂ＝８０％以上)   ○：８０％以上   ▲：８０％未満      Ａ：とてもそう思う　  Ｂ：だいたいそう思う　 Ｃ：あまり思わない　 Ｄ：思わない

A＋Ｂ 評価 A＋Ｂ 評価 A＋Ｂ 評価 A＋Ｂ 評価 A＋Ｂ 評価 A＋Ｂ 評価

○

70.0% ▲

４　信頼と協
働で結ばれ
た地域ととも
にある学校
づくり

〇各種たより･学校ＨＰ
による学校情報の積
極的発信
〇保護者・地域と連携
した教育活動の実施
〇保護者･地域との連
携による登下校の安
全確保

【数値目標】
(1)学校ＨＰの授業日
の更新率　90％

(2)教職員の超過勤務
時間の年間平均　月
45時間以内

10

【情報発信】
学校は，各種たより等を発行・回
覧，ＨＰ・メールを配信して教育活
動の情報を提供している。

90.7% ○

11

【連携・協働】
学校は，保護者や地域住民と連携・
協働して学校教育活動に取り組ん
でいる。

79.1% ▲85.1% ○

85.1% ○12

【登下校の安全確保】
学校は，保護者や地域住民とともに
登下校の安全確保に取り組んでい
る。

71.3% ▲

100.0%

9

【危機回避】
学校は，安全（生活・交通・災害）に
ついて指導し，児童が危機回避の
行動が取れるように努めている。

89.2% ○ 96.5% ○ 100.0% ○

○観点１０【情報発信】については、日々学校HPを更新し教育活動を公開していること、学校だよりの保護者や地
域住民への配付(回覧)による定期的な情報提供をしていること、メールにて最新情報等を保護者へ配信している
こと、さらに各学年主任が学年だよりを毎月作成し保護者へ配信(希望者へは個別配付)していること、県や町から
のチラシによる情報を保護者へ配付してきたこと等によって、評価目標達成の評価を得ることができた。
▲観点１１【連携・協働】については、PTA本部役員及び運営委員と連携し、感染症への対策を講じながら１０月に
は「運動会」、１２月には「校内持久走記録会」の実施など、学校の教育活動や行事への協力を得ながら実施して
きた。また、地域の諸団体（大房長寿会、俳句の会等）の協力を得て、地域の方々による学校環境整備や、児童
の教育活動の充実を図ってきた。
☆統合後は一層の連携が必要になるため、利根小学校への引継を確実に実施する。
▲観点１２【登下校の安全確保】については、児童の様子や地域の声を保護者へ伝えながら地区委員と共に保護
者の方々へ徒歩での登下校の安全対策への理解と協力を求めてきた。さらに、１０月より学校周辺道路の拡張工
事が開始されることになり、車での送迎時の安全対策を再依頼してきた。
☆次年度のスクールバス通学の安全確保に一層取り組む。

100.0% ○

75.0% ▲

100.0%

8

【体力の向上】
学校は，運動の楽しさや達成感を味
わえる体育及び体育的行事により
体力の向上に努めている。

91.4% ○ 92.4% ○

100.0% ○

100.0% ○

97.0% ○

98.5% ○

3　【体】
健やかな体
の育成

ー明るく健
康でがんば
る子の育成
に努めま
すー

〇健康な生活習慣の
徹底
〇体力の向上と健康
教育の推進
○安全教育の推進

【数値目標】
(1) 危機回避の行動が
とれる児童　80％

(2) 体育及び体育的行
事の満足度の割合
70％

7

【健康な生活習慣】
学校は，健康な生活習慣・食習慣・
病気の予防等の健康教育の指導を
している。

91.5% ○ 84.9% ○

6

【体験・交流活動】
学校は，児童が体験・交流活動，学
校行事において一人一人のよさと思
いやりを発揮して取組み満足感をも
てるようにしている。

86.0% ○ 90.2% ○

2　【徳】
豊かな心
の育成

ー仲良く助
け合い思い
やりのある
子の
育成に努め
ますー

○心の居場所となるい
じめのない学級づくり
の推進
○一人一人がよさと思
いやりを発揮できる特
色ある教育活動の充
実

【数値目標】
(1) 学校が楽しい児童
85％

(2)体験活動･交流活動
の満足度　90％

4

【いじめのない学級づくり】
学校は，児童が安心して良好な人
間関係で学校生活を送ることができ
るように生徒指導の充実に努めてい
る。

73.7% ▲

5

【学校が楽しい子】
学校は，児童が心の居場所としての
学校が楽しいと実感できるようにし
ている。

83.6% ○

2

【よく考え自ら学ぶ子】
学校は，児童の主体的な学びを引
き出す授業づくり（チーム指導・書く
指導・ＩＣＴ機器の活用・学習教材の
工夫等）をしている。

83.7% ○ 82.7% ○

72.1% ▲

100.0%

3

【家庭学習】
学校は，内容を自分で決めた家庭
学習に取り組むように指導したり励
ましたりしている。

45.8% ▲ 69.3% ▲ 41.7%

83.6% ○

80.6% ○

84.4% ○

79.8% ▲

成果（○）と課題（▲）・改善方法（☆）
学校関係者評価委員から

（課題事項について）

１　【知】
確かな学力
の育成

ー主体的に
学びに向か
う子の育成
に努めま
すー

〇基礎基本の確実な
定着
〇主体的に学びに向
かう子の育成

【数値目標】
(1) 漢字力･計算力テ
スト合格点(80点)取得
者　80％

(2)自分で内容を決め
た家庭学習に取り組む
児童の割合　70％

(3) 県学力診断のため
のテスト国・算の対前
年度比　各＋１

1

【基礎基本】
学校は，授業・朝自習・漢字力計算
力テスト等で児童の基礎的・基本的
な知識・技能の定着に努めている。

84.5% ○ 86.1% ○

項目 主な具体策 評価の観点

95.6% ○

88.1% ○

64.2% ▲

保護者

100.0% ○

○観点１【基礎基本】については、上学年でのタブレット端末の活用が定着し、ドリル学習や調べ学習、ローマ字入
力の練習などに計画的に取り組んだ。また、毎月の漢字力や計算力テストでは、約1週間前から範囲を周知し、プ
リントやドリル学習でのテスト対策に自分で考えながら取り組む児童が増えた。
○観点２【よく考え自ら学ぶ子】については、校内研修や授業参観・訪問指導によって、授業での「課題提示の工
夫」、「活動時間の確保」、「学びの振り返りの視点」を明確にしたことにより、児童がペア・グループで課題を相談
し合ったり、自分の考えを相手に伝え合ったりしながら思考力・表現力を向上させることにつながった。また、各自
が学習を振り返り、８０字程度の短文で繰り返し表現することにより、書くことへの抵抗感が薄れてきた。さらに、ＩＣ
Ｔ支援員のサポートを生かし、教職員が積極的にＩＣＴ機器を取り入れた個別最適な学びを研修したことにより、授
業におけるＩＣＴ機器の活用率が一段と高まった。
☆観点３【家庭学習】については、児童が自ら取り組めるように、「一定期間を設けた課題提示」、「タブレット端末
を活用した提出方法の工夫」などの改善をする。

・子供たちには、知識だけでなく考える力
や学ぶ意欲を高めてほしい。
・これからの時代は「主体的に学ぶ力」を
身に付けさせることが大切なのはわかる
が、低学年での自主的な学習は難しいだ
ろうから、今後も中学年以上で取り組める
ようにさせてほしい。
・１人１台のＰＣが配置され、インターネット
の活用などで何でも調べやすい学習環境
であるが、学校だけでなく家庭での使用の
仕方などにも連携を図る大変さが増してい
るように思う。

92.5% ○

92.5% ○

前期

88.4% ○

96.0% ○

後期

85.0% ○

80.3% ○

72.8% ▲

前期

教職員

前期 後期

○

▲

88.4% ○

89.0% ○

児童

後期

100.0% ○

87.8% ○ 100.0% ○

82.6% ○ 100.0% ○

100.0% ○ 100.0%

保護者回答率70.1％（129/184人） 内訳：1年生（88.9％・24/27人） 2年生（69.2％・18/26人） 3年生（76.7％・23/30人） 4年生（69.2％・27/39人） 5年生（60.0％・15/25人） 6年生（67.6％・25/37人）

・学校からの情報発信の工夫によって、前
回よりもアンケート回答率が大きく上昇し
たことは成果と考える。
・次年度は文間小の児童はほとんどがバ
ス通学になるので、自宅から自分の力で
歩いて登校できた児童は体力も心も高め
られたはずである。登下校中に雨に降られ
たり、通学途中に近所の方と触れ合ったり
し、学ぶことがあったと思われる。
・車での送迎や、今後のバスでの登下校
で、事故等の増加が心配される。学校や
教育委員会と共に保護者、ボランティア団
体の連携による安全対策が重要である。

100.0% ○

87.5% ○

77.8% ▲

100.0% ○

○観点４【いじめのない学級づくり】については、学校生活アンケートの実施と全教職員の回覧、毎週のスクリーニ
ング会議及び生徒指導事案(いじめ含む)発生時のケース会議による問題の早期発見・対応を継続した。また、休
み時間や給食、清掃時の複数教員で児童の見守り、保護者の方や地域ボランティア員の登校支援、教職員の下
校時の交通安全指導や付き添いによるトラブルや事故の未然防止を継続したことにより、児童の評価は前期より
もさらに3.4ポイント向上した。
○観点５【学校が楽しい子】については、「学校が楽しい」と回答した児童が前期より+3.8ポイント向上した。感染低
減をしながら日常的な生徒指導の充実と併せ、修学旅行や遠足等の行事が実施できた。また、係活動、委員会や
クラブ活動、２年生のかけ算九九マスター検定の実施、文間小善行賞「ホメノバプロジェクト」によって、児童の自
己肯定感を高める取組を継続した。
○観点６【体験・交流活動】については、90.2％（前期比+3.8ポイント）と目標値を達成した。５年生は日帰りでの３
校体験学習、１～４年生も３校の交流を実施し、次年度同級生になる友達と活動できた。また、６年生は花育体
験、３年生はそろばん学習、４～６年生は姿勢教室など、地域の専門家や保護者の方々の協力を得ながら体験・
交流学習を効果的に実施した。さらに、閉校記念式典では歴史と伝統ある学校への感謝の思いを皆で共有した。

・いじめ対策が日本中で問題になっている
が、大人（保護者や教師など）が介入しす
ぎていないか。もっと子供が自力解決する
力を高めていく対応をすべきではないか。
・コロナ禍の対応の中で働き方改革への
対応も学校で工夫され、ＰＴＡ役員も協力し
てきた取組が子供たちの活動や評価にも
表れている。
・これまで学校に頼ってきた子供たちの教
育をさらに地域や保護者が連携しながら
責任を果たしていくことが大切だろう。

○

100.0% ○

○観点７【健康な生活習慣】については、学校栄養教諭による食育の学習を計画的に全学級で実施し、給食時の
マナーの向上や給食を完食する児童が増えた。さらに、養護教諭による３年生以上の学年での保健学習の実施、
学校薬剤師や誕生学アドバイザーの参加による専門的な知識と視点による学習の実施、保健だよりの配信に
よって家庭への注意喚起による健康教育の充実化を図った。また、オンラインによる児童集会が定着し、感染症
対策への取組を継続し、校内での感染拡大を防止できた。
○観点８【体力の向上】については、業間休みに計画的な持久走練習に児童が意欲や目標を持って取り組める工
夫をした。また、体育の授業以外でも活用できるようになわとびボードを８台設置し、児童の活動意欲を高めた。さ
らに、「なかよし班活動」で大縄（８の字）とびを異学年で行い、意欲的に体力を高めることができた。
○観点９【危機回避】については、１２月に統合によるスクールバス通学の安全対策等を目的とした県の専門家の
助言を得ながら、プロスタントマンを招聘した「スケアードストレイト交通安全教室」を実施し、安全な行動への知識
と理解を高めることができた。また、２月に取手警察署の協力により不審者対策の避難訓練を実施し、緊急時の
命の守り方等について学んだ。今後も児童の危機回避能力を高める一助として、けが等の手当時に状況を聴き
取りながら、同じことを繰り返さぬ判断力を身に付けさせていく。

・文間小学校では保護者の登校時の見守
りを当番制で実施してきたことによって大
きな事故等がなく、感謝の思いである。し
かし、地域の見守りボランティア員が少な
く、来年度のバス通学時にバス停への見
守りや付き添いに不安である。
・子供たちの危険予知や危機回避の力を
高めるために学校では様々な取組を実施
したり、注意や指導をしたりしていることが
わかった。子供の危機回避能力を高める
ためには、大人が指示や干渉しすぎない
ことが必要と考える。

100.0% ○

100.0% ○

○100.0% ○


